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トであった作家の 20 年代の活動に触れることはない。1920 年代のこの作家
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義によって形を仕上げるといったところだ［fond romantique, moyen symbolique, 
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がら，1920 年代当時のドリュが出した答えは，ある派閥への帰属を表明す
るというよりも，フランス文学史を自らの中に内面化してある種のアマルガ
ムの中にフランス文化の実体を模索しながら作家活動を行うことだった。そ
れは実は，寄稿者としても株主としても彼自身がメンバーであり，当時の
文学場を睥睨するヒエラルキーの頂点にあった NRF こと『新フランス評論』
誌の立場そのものにほかならない。『新フランス評論』誌における古典主義
の位置付けは容易ではなく，グループとしての彼らの文学史観を詳細に洗い
直して初めて可能になる作業であろう。一方ドリュにおける古典は，1930
年代にニーチェ的なディオニソス的なギリシアを経由することによってロマ
ン主義に接近し，それによってフランスの起源はモーラス的な 17 世紀の古
典主義（理性・形式）を超え，さらに中世世界へと遡っていく。そうすると，
フランスというネイションの枠組みへのこだわりが曖昧になり，ヨーロッパ
主義の下，ドイツ的なロマン主義的反動に接近していくことになる。もうそ
こはナチズムへの一歩手前である。こうしてみると，ドリュのファシズムへ
の接近の根幹には，やがて彼がドイツ占領下のパリで対独協力の編集長とし
ての責を負うことになる『新フランス評論』誌自体が創刊当初から育んでき
た独特な文学観自体が大きな役割を果たしていたのではないか。このような
今後論証すべき仮説を提示した上で本稿を締めくくりたい。 
